
故
青
木
大
輔
博
士
の
遣
さ
れ
た
医
史
学
に
関
す
る
業
績
は
偉
大
な

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
研
究
調
査
の
半
ば
に
倒
れ
ら
れ
、
未
調
査
未

整
理
の
資
料
も
膨
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
資
料
か
ら
表

題
の
人
名
カ
ー
ド
“
枚
を
対
象
と
し
て
、
若
干
の
整
理
考
察
を
い
た

し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

「
西
洋
医
家
名
和
訳
覚
帳
」
に
集
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
医
家
名
は

主
と
し
て
阿
知
波
五
郎
氏
の
「
明
治
初
期
英
米
系
医
学
訳
書
原
著
と

そ
の
性
格
」
に
拠
っ
た
も
の
で
す
が
そ
の
他
著
明
の
洋
医
家
も
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
更
に
数
名
の
有
名
医
家
名
を
も
之
に
加
え
ま

し
た
。幕

末
か
ら
明
治
初
期
に
和
訳
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
書
籍
は
、
医
学
、

天
文
、
地
理
、
政
治
及
び
兵
制
等
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
で
あ
り
ま

青
木
大
輔
編

「
西
洋
医
家
名
和
訳
覚
帳
」

そ
の
他
に
つ
い
て

玉
手
英
典

す
が
、
特
に
医
学
書
の
和
訳
刊
行
は
、
洋
医
学
の
急
速
な
伝
輸
の
必

要
か
ら
教
育
上
、
ま
た
診
療
上
に
供
す
た
め
種
々
な
形
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
医
学
書
の
和
訳
に
従
事
し
た
人
達
に
と
っ
て
、
固
有
名
詞
の

和
訳
は
厄
介
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
特
に
人
名
地
名

国
名
等
の
和
訳
に
は
、
発
音
の
似
た
漢
字
を
当
て
は
め
て
い
る
例
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
即
ち
語
呂
合
せ
的
な
漢
字
の
選
択
で
和
訳
し

て
お
り
ま
す
。
例
え
ば

パ
リ
ロ
ソ
ド
ソ
ペ
ル
リ
ソ
ロ
ー
マ
ア
メ
リ
カ
イ
ギ
リ
ス
ド
イ
ツ

巴
里
、
倫
敦
、
伯
林
、
羅
馬
、
亜
米
利
加
、
英
吉
利
斯
、
独
逸
、

フ
ラ
ン
ス
オ
ラ
ン
ダ

仏
蘭
西
、
和
蘭

等
で
あ
り
ま
し
て
、
現
在
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
医
家
名
に
つ
き
ま
し
て
も
、
此
の
語
呂
合
せ
的
手
法
に
よ

る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
躯
ソ
ペ
ポ
ー
ド
ウ
イ
ソ
ウ
イ
リ
ス

非
剥
葛
刺
窒
加
、
応
浬
児
、
朋
石
、
勃
桃
莫
、
烏
利
出

等
で
あ
り
ま
す
。
併
し
中
に
は
、
原
語
の
意
味
や
人
物
の
業
績
や
性

格
を
彰
わ
す
如
き
適
切
な
漢
字
を
用
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば

ヘ
リ
ウ
ッ
ド
ギ
リ
シ
ヤ
ジ
エ
ソ
ナ
ー
上
液
ク
ラ
テ
ス
メ
ー
ト
ル
ド
ル

聖
林
、
希
臘
、
善
那
、
依
卜
加
得
、
米
、
弗

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

洋
学
を
志
し
た
先
覚
者
の
多
く
は
、
幼
少
時
よ
り
学
問
と
し
て
儒
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た
。
例
え
ば

ア
ソ
プ
カ

安
武
加

ポ
ラ
・
ロ
ス

ト
羅
斯

等
で
あ
り
ま
す
。

単
な
る
語
呂
合
せ
的
な
例
で
も
そ
の
使
用
漢
字
の
選
択
に
は
自
ら

一
つ
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
原
文
の
意
味
や
人
物
評
価
を
も
加

味
し
た
巧
な
和
訳
が
あ
っ
た
り
し
て
、
誠
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
り

学
を
学
び
、
漢
字
の
教
養
の
深
い
人
達
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
洋
学

著
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
名
ま
た
は
地
名
国
名
等
の
和
訳
に
は
、

実
に
多
様
な
漢
字
を
あ
て
は
め
て
い
ま
す
。
儒
学
と
洋
学
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
密
接
な
も
の
が
あ
る
こ
と
は
判

っ
て
お
り
ま
す
が
、
和
訳
に
従
事
し
た
人
達
の
洋
学
の
知
識
と
共

に
、
儒
学
、
特
に
漢
字
に
つ
い
て
の
教
養
が
、
使
用
し
た
漢
字
に
表

に
、
儒
学
、
特
に
漢
字
に
つ
い
て
（

現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

ま
す
。

労
卜
○

そ
し
て
、
試
拳
に
此
等
の
訳
語
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
表
示
し

て
み
ま
す
と
、
自
づ
と
頻
用
漢
字
と
覚
し
き
も
の
も
指
摘
で
き
ま
し

私
は
洋
学
著
書
の
和
訳
に
際
し
て
、
固
有
名
詞
の
漢
訳
の
漢
字
に

つ
き
整
理
と
考
察
を
行
い
、
そ
の
結
論
の
一
端
を
使
用
漢
字
の
一
覧

丹う浬ド

烏ウ応＝

布フ

扶フ

利ソ

児ル

蘭Z

マ
ミ
ナ

馬
美
那

表
と
共
に
供
覧
に
供
し
、
脱
満
過
誤
を
省
ゑ
ず
発
表
い
た
す
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。
大
方
の
御
叱
正
御
指
導
を
仰
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
仙
台
医
学
史
研
究
会
・
天
洋
堂
）
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